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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月13日(2018.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポリケイ酸を含んでなるケイ酸塩組成物を含んでなる制汗剤組成物を供給するためのデバ
イスであって、
　ここにおいて、前記制汗剤組成物は、２．５ないし５．０間のｐＨを有し、そしてここ
において、前記制汗剤組成物の対象への適用は、組成物中のｐＨの変化を起こし、これは
、ゲルを形成するためのポリケイ酸の成長を誘発し、これによって制汗剤の活性成分を提
供する、そして、
　ここにおいて、制汗剤組成物を供給するためのデバイスは、エアゾールデバイス、ポン
プ式分注ビン、ロールオン塗布器、多孔性壁を備えたデバイス、又は棒状の道具（スティ
ック）から選択される、
前記制汗剤組成物を供給するためのデバイス。
【請求項２】
ポリケイ酸組成物が、成長遅延剤によって安定化される、請求項１に記載の制汗剤組成物
を供給するためのデバイス。
【請求項３】
前記ｐＨの変化が、５より上、そして８より下、優先的には５．５ないし６．５のｐＨへ
、そして更に好ましくは約６．０のｐＨへの変化である、請求項１又は請求項２のいずれ
か１項に記載の制汗剤組成物を供給するためのデバイス。
【請求項４】
前記ｐＨの変化が、皮膚の細孔で起こり、そして細孔内のケイ酸塩ゲルの製造を起こす、
請求項１ないし３のいずれか１項に記載の制汗剤組成物を供給するためのデバイス。
【請求項５】
前記組成物のｐＨが、ｐＨ２．５ないし５．０間、所望によりｐＨ３．０ないし５．０間
、又は所望によりｐＨ２．５ないし４．５間、又は所望によりｐＨ３．０ないし４．５間
、或いは所望によりｐＨ３．５ないし４．０間である、請求項１ないし４のいずれか１項
に記載の制汗剤組成物を供給するためのデバイス。
【請求項６】
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ケイ酸塩が、少なくとも一つの成長遅延剤によって、そして所望により二つ、三つ、四つ
又は五つの成長遅延剤によって安定化される、請求項１ないし５のいずれか１項に記載の
制汗剤組成物を供給するためのデバイス。
【請求項７】
前記成長遅延剤が、カルボン酸、アミノ酸、無機アニオン、ポリオール、糖類及び／又は
第四アンモニウムカチオンである、請求項６に記載の制汗剤組成物を供給するためのデバ
イス。
【請求項８】
前記カルボン酸が、Ｃ２－１０カルボン酸、そして好ましくはジカルボン酸、例えばシュ
ウ酸、マロン酸、グルコン酸、グルタル酸、酒石酸、コハク酸、アジピン酸又はピメリン
酸であり、前記アミノ酸は、アスパラギン酸であり、前記ポリオールが、モノマーのポリ
オール、例えばグリセロール、エチレングリコール、キシリトール、プロピレングリコー
ル、又はポリアルキレングリコール、例えばポリエチレングリコール又はポリプロピレン
グリコールであり、或いは前記ポリオールは、糖類、例えばグルコース、フルクトース、
マンノース、スクロース、トレイトール、エリスリトール、ソルビトール、デキストラン
、マンニトール、デキストラン、ガラクチトール又はアドニトールであり、或いは前記第
四アンモニウムカチオンがコリンである、請求項７に記載の制汗剤組成物を供給するため
のデバイス。
【請求項９】
（ａ）ポリケイ酸粒子が、一つ又はそれより多いポリアルキレングリコールを含んでなる
制汗剤組成物或いは化粧品製剤に組込まれる、あるいは
　（ｂ）ポリケイ酸の粒子が、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）を含んでなる制汗剤組
成物或いは化粧品製剤に組込まれる、
請求項１ないし８のいずれか１項に記載の制汗剤組成物を供給するためのデバイス。
【請求項１０】
前記ポリケイ酸粒子が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏの溶解アッセイにおいて決定されるように不良
に縮合され、ここにおいて、少なくとも２５％、又は所望により少なくとも３０％、又は
所望により少なくとも３５％、又は所望により少なくとも４０％、或いは所望により少な
くとも５０％の組成物が、２４時間内にＨＥＰＥＳ緩衝液中に溶解される、
　所望により、前記ｉｎ　ｖｉｔｒｏの溶解アッセイが、可溶性ケイ酸画分を決定するた
めのモリブデン酸アッセイである、
請求項１ないし９のいずれか１項に記載の制汗剤組成物を供給するためのデバイス。
【請求項１１】
前記ケイ酸塩組成物が、多価のカチオン、例えばＣａ２＋、Ｍｇ２＋、Ｃｕ２＋、Ｆｅ３

＋及び／又はＺｎ２＋を含んでなる、
　所望により、前記多価のカチオンが、０．０１Ｍないし１．０Ｍ間の最終濃度を、そし
て好ましくは０．０５Ｍないし０．５Ｍ間の最終濃度を伴う、ケイ酸塩組成物を提供する
ために加えられる、請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の制汗剤組成物を供給する
ためのデバイス。
【請求項１２】
前記ケイ酸塩組成物が、非水性溶媒、例えばアルコールによって安定化される、
　所望により、前記アルコールがエタノールである、及び／又は、前記非水性溶媒が、１
０ないし７０容量／容量％間で加えられる、
　請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の制汗剤組成物を供給するためのデバイス。
【請求項１３】
前記組成物が、一つ又はそれより多い更なる制汗剤活性剤、体臭防止剤、揮発性又は非揮
発性油、シリコーン及び炭化水素基剤皮膚軟化性油、懸濁剤、香料又は芳香剤、有機物粉
末、及び／又は水非混和性有機液相及び前記相を構築するための少なくとも一つの薬剤を
含んでなる、請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の制汗剤組成物を供給するための
デバイス。
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【請求項１４】
前記組成物が、アルミニウム又はジルコニウム塩を含まない、請求項１ないし１３のいず
れか１項に記載の制汗剤組成物を供給するためのデバイス。
【請求項１５】
ポリケイ酸を含んでなるケイ酸塩組成物を含んでなる制汗剤組成物、ここにおいて、前記
制汗剤組成物は２．５ないし５．０間のｐＨを有する、の、ヒトの対象の発汗を処置する
ための非治療的化粧法における使用であって、ここにおいて、前記制汗剤の対象への適用
が、組成物中のｐＨの変化を起こし、これがゲルを形成するためのポリケイ酸の成長を誘
発し、これによって制汗剤の活性成分を提供する、前記使用。
【請求項１６】
前記制汗剤組成物が、請求項１－１４のいずれか１項に定義されている通りである、請求
項１５に記載の制汗剤組成物の使用。
【請求項１７】
ポリケイ酸を含んでなるケイ酸塩組成物を含んでなる制汗剤組成物、ここにおいて、前記
制汗剤組成物は２．５ないし５．０間のｐＨを有する、の有効な量をヒトの対象の皮膚の
表面に適用することを含んでなる、ヒトの発汗を処置するための非治療的化粧法であって
、ここにおいて、対象への前記制汗剤組成物の適用が、組成物中のｐＨの変化を起こし、
これがゲルを形成するためのポリケイ酸の成長を誘発し、これによって制汗剤の活性成分
を提供する、前記方法。
【請求項１８】
前記制汗剤組成物が、請求項１－１４のいずれか１項に定義されている通りである、請求
項１７に記載のヒトの発汗を処置するための非治療的化粧法。
【請求項１９】
前記方法がヒトの身体の匂いを処置するためである、請求項１７又は請求項１８に記載の
非治療的化粧法。
【請求項２０】
過剰な発汗によって特徴づけられる医学的症状の処置の方法において使用するための制汗
剤組成物であって、
　前記方法は、ポリケイ酸を含んでなるケイ酸塩組成物を含んでなる制汗剤組成物、ここ
において、前記制汗剤組成物は２．５ないし５．０間のｐＨを有する、の有効な量を対象
の皮膚の表面に適用することを含んでなり、ここにおいて、対象への前記制汗剤組成物の
適用が、組成物中のｐＨの変化を起こし、これがゲルを形成するためのポリケイ酸の成長
を誘発し、これによって制汗剤の活性成分を提供する、
前記制汗剤組成物。
【請求項２１】
前記制汗剤組成物が、請求項１－１４のいずれか１項に定義されている通りである、請求
項２０に記載の、過剰な発汗によって特徴づけられる医学的症状の処置の方法において使
用するための制汗剤組成物。
【請求項２２】
前記医学的症状が多汗症である、所望により、前記多汗症が、原発性又は局所的多汗症或
いは続発性多汗症である、請求項２０又は請求項２１に記載の処置の方法において使用す
るための制汗剤組成物。
【請求項２３】
前記過剰な発汗が、先端巨大症、不安症、白血病及び非ホジキンリンパ腫を含む癌、カル
チノイド症候群、心内膜炎、心臓発作、甲状腺機能亢進症、物質乱用、肥満症、糖尿病、
心臓病、ＨＩＶ／ＡＩＤＳ、甲状腺機能亢進症、肺病、薬物療法、例えばベータ遮断剤及
び三環式抗鬱剤、閉経期、パーキンソン病、褐色細胞腫、脊髄損傷、脳卒中、ストレス、
結核、発熱又は感染によって起こされる、請求項２０又は請求項２１に記載の処置の方法
において使用するための制汗剤組成物。
【請求項２４】
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ポリケイ酸を含んでなるケイ酸塩組成物を含んでなる制汗剤組成物、ここにおいて、前記
制汗剤組成物は２．５ないし５．０間のｐＨを有する、の、ヒトの対象における発汗を処
置するための非治療的化粧法における使用であって、ここにおいて、前記制汗剤組成物の
対象への適用が、組成物中のｐＨの変化を起こし、これがゲルを形成するためのポリケイ
酸の成長を誘発し、これによって制汗剤の活性成分を提供する、前記使用。
【請求項２５】
前記制汗剤組成物が、請求項１－１４のいずれか１項に定義されている通りである、請求
項２４に記載の制汗剤組成物の使用。
【請求項２６】
安定化されたポリケイ酸を製造するための方法であって：
　（ａ）ｐＨ≧９．５を有するアルカリ性ケイ酸塩溶液を用意し；
　（ｂ）所望により成長遅延剤をアルカリ性ケイ酸塩溶液に加え；
　（ｃ）酸を加えることによってｐＨを≦４．０に低下して、ポリケイ酸を含んでなる組
成物を形成し；
　（ｄ）所望により多価カチオン及び／又は成長遅延剤を加え；
　（ｅ）塩基を加えることによって組成物のｐＨを生理学的に受容可能なｐＨに上昇し、
これによってポリケイ酸を含んでなる安定化された組成物を形成し；
　（ｆ）所望により組成物の安定性を増加することが可能な成長遅延剤を加え；そして
　（ｇ）所望により組成物の安定性を増加することが可能な非水性溶媒を加えること
を含んでなる、前記方法。
【請求項２７】
請求項２６に記載の方法であって、
　（ａ）工程（ｃ）において、ｐＨが、６０秒より少ない、３０秒より少ない、１０秒よ
り少ない、又は５秒より少ない時間をかけて低下される；及び／又は
　（ｂ）工程（ｃ）において、ｐＨがｐＨ≦３．０に低下される；及び／又は
　（ｃ）前記ケイ酸塩溶液の濃度が、０．０５Ｍないし３．０Ｍ間である、所望により、
前記ケイ酸塩溶液の濃度が、０．１Ｍないし１．５Ｍ間である；及び／又は
　（ｄ）前記ケイ酸塩組成物が、６ヶ月又はそれより多く、１２ヶ月又はそれより多く、
或いは２４ヶ月又はそれより多く安定である；及び／又は
　（ｅ）前記ポリケイ酸粒子が、２０ｎｍより小さい、所望により１０ｎｍ又はそれより
より小さい、所望により５ｎｍ又はそれよりより小さい、そして所望により１ないし３ｎ
ｍ間の平均直径を有する；及び／又は
　（ｆ）前記安定化されたケイ酸塩組成物が、新しく調製された試料中で、４．０ｍＰａ
・秒より小さい、そして好ましくは２．０ｍＰａｓ・秒より小さい２５℃で測定された粘
度を有する；及び／又は
　（ｇ）工程（ａ）において、アルカリ性ケイ酸塩溶液のｐＨが、約１１．５である；及
び／又は
　（ｈ）少なくとも一つの成長遅延剤が、工程（ｂ）において加えられる、そして、所望
により、二つ、三つ、四つ又は五つの成長遅延剤が、工程（ｂ）において加えられる；及
び／又は
　（ｉ）前記成長遅延剤が、カルボン酸、アミノ酸、無機アニオン、ポリオール（例えば
ポリアルキレングリコール）、糖類及び／又は第四アンモニウムカチオンである、そして
、
　所望により、前記カルボン酸が、Ｃ２－１０カルボン酸、そして好ましくはジカルボン
酸、例えばシュウ酸、マロン酸、グルコン酸、グルタル酸、酒石酸、コハク酸、アジピン
酸又はピメリン酸であり、前記アミノ酸は、アスパラギン酸であり、前記ポリオールが、
モノマーのポリオール、例えばグリセロール、エチレングリコール、キシリトール、プロ
ピレングリコール、又はポリアルキレングリコール、例えばポリエチレングリコール又は
ポリプロピレングリコールであり、或いは前記ポリオールは、糖類、例えばグルコース、
フルクトース、マンノース、スクロース、トレイトール、エリスリトール、ソルビトール
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、デキストラン、マンニトール、ガラクチトール又はアドニトールであり、或いは前記第
四アンモニウムカチオンがコリンである；及び／又は
　（ｊ）工程（ｃ）において、組成物のｐＨがｐＨ≦１．５に低下される；及び／又は
　（ｋ）前記多価のカチオンが、Ｃａ２＋、Ｍｇ２＋、Ｆｅ３＋、Ｃｕ２＋及び／又はＺ
ｎ２＋である；及び／又は
　（ｌ）前記多価のカチオンが０．０１Ｍないし１．０Ｍ間の最終濃度を得るために加え
られる、そして、所望により、前記多価のカチオンが０．０５Ｍないし０．５Ｍ間の最終
濃度を得るために加えられる；及び／又は
　（ｍ）工程（ｅ）において、前記組成物のｐＨが、３．０ないし５．０間のｐＨに上昇
される、そして、所望により、工程（ｅ）において、前記組成物のｐＨが、３．５ないし
４．０間のｐＨに上昇される、
　所望により、ここにおいて、ｐＨは、て、前記塩基が水酸化ナトリウム又は炭酸ナトリ
ウムである、塩基によって上昇される；及び／又は
　（ｎ）前記非水性溶媒が、アルコールである、そして、所望により、前記アルコールが
エタノールである、及び／又は、前記非水性溶媒が、１０ないし７０容量／容量％間で加
えられる、
前記方法。
【請求項２８】
制汗剤組成物を製造するための方法であって、請求項２６又は請求項２７に記載の方法に
よって安定化されたケイ酸塩組成物を製造し、制汗剤組成物を製造するための一つ又はそ
れより多い更なる成分を伴う安定化されたコロイド状ケイ酸塩組成物を処方する更なる工
程を含んでなる、前記方法。
【請求項２９】
前記安定化されたポリケイ酸粒子が、一つ又はそれより多いポリアルキレングリコールを
含んでなる制汗剤組成物又は化粧品製剤に組込まれる、そして、所望により、前記安定化
されたポリケイ酸粒子が、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）を含んでなる制汗剤組成物
又は化粧品製剤に組込まれる、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
前記更なる成分が、一つ又はそれより多い更なる制汗剤活性剤、体臭防止剤、揮発性又は
非揮発性から選択される油、シリコーン及び炭化水素基剤皮膚軟化性油、懸濁剤、有機物
粉末及び／又は水非混和性有機液相並びに前記相を構築するための少なくとも一つの薬剤
を含んでなる、請求項２８又は請求項２９に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
注記：粘度測定は、これらがエタノールの喪失及びその後のゲルを形成する成長に導くも
のであるために、不可能であった。
　これらの調査に加えて、本発明者らは、更に、複合ポリオール、例えばスクロースを、
成長遅延剤として使用することが可能であり、そして初期の実験は、これらがエタノール
の非存在においてさえ、数週間成長を抑制することが可能であることを示すことを見出し
た。重要なことには、これらのケイ酸塩溶液が、ｐＨがｐＨ６に変化した時点で、なお成
長を受ける。
　非限定的に本発明は以下の態様を含む。
　［態様１］　ポリケイ酸を含んでなる安定化されたケイ酸塩組成物を含んでなる制汗剤
組成物であって、ここにおいて、前記制汗剤組成物は、２．５ないし５．０間のｐＨを有
し、そしてここにおいて、前記制汗剤組成物の対象への適用は、組成物中のｐＨの変化を
起こし、これは、ゲルを形成するためのポリケイ酸の成長を誘発し、これによって制汗剤
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の活性成分を提供する、前記制汗剤組成物。
　［態様２］　ポリケイ酸組成物が、成長遅延剤によって安定化される、態様１に記載の
制汗剤組成物。
　［態様３］　前記ｐＨの変化が、５より上、そして８より下、優先的には５．５ないし
６．５のｐＨへ、そして更に好ましくは約６．０のｐＨへの変化である、態様１又は態様
２のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様４］　前記ｐＨの変化が、皮膚の細孔で起こり、そして細孔内のケイ酸塩ゲルの
製造を起こす、態様１ないし３のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様５］　前記組成物のｐＨが、ｐＨ２．５ないし５．０間、所望によりｐＨ３．０
ないし５．０間、又は所望によりｐＨ２．５ないし４．５間、又は所望によりｐＨ３．０
ないし４．５間、或いは所望によりｐＨ３．５ないし４．０間である、態様１ないし４の
いずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様６］　安定化されたケイ酸塩が、少なくとも一つの成長遅延剤によって、そして
所望により二つ、三つ、四つ又は五つの成長遅延剤によって安定化される、態様１ないし
５のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様７］　前記成長遅延剤が、カルボン酸、アミノ酸、無機アニオン、ポリオール、
糖類及び／又は第四アンモニウムカチオンである、態様６に記載の制汗剤組成物。
　［態様８］　前記カルボン酸が、Ｃ２－１０カルボン酸、そして好ましくはジカルボン
酸、例えばシュウ酸、マロン酸、グルコン酸、グルタル酸、酒石酸、コハク酸、アジピン
酸又はピメリン酸であり、前記アミノ酸は、アスパラギン酸であり、ポリオール、例えば
モノマーのポリオール、例えばグリセロール、エチレングリコール、キシリトール、プロ
ピレングリコール、又はポリアルキレングリコール、例えばポリエチレングリコール又は
ポリプロピレングリコール、或いは前記ポリオールは、糖類、例えばグルコース、フルク
トース、マンノース、スクロース、トレイトール、エリスリトール、ソルビトール、デキ
ストラン、マンニトール、デキストラン、ガラクチトール又はアドニトールであり、或い
は前記第四アンモニウムカチオンがコリンである、態様７に記載の制汗剤組成物。
　［態様９］　安定化されたポリケイ酸粒子が、一つ又はそれより多いポリアルキレング
リコールを含んでなる制汗剤組成物或いは化粧品製剤に組込まれる、態様１ないし８のい
ずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様１０］　安定化されたポリケイ酸の粒子が、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）
を含んでなる制汗剤組成物或いは化粧品製剤に組込まれる、態様１ないし９のいずれか１
項に記載の制汗剤組成物。
　［態様１１］　前記安定化されたポリケイ酸粒子が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏの溶解アッセイ
において決定されるように不良に縮合され、ここにおいて、少なくとも２５％、又は所望
により少なくとも３０％、又は所望により少なくとも３５％、又は所望により少なくとも
４０％、或いは所望により少なくとも５０％の組成物が、２４時間内にＨＥＰＥＳ緩衝液
中に溶解される、態様１ないし１０のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様１２］　前記ｉｎ　ｖｉｔｒｏの溶解アッセイが、可溶性ケイ酸画分を決定する
ためのモリブデン酸アッセイである、態様１１に記載の制汗剤組成物。
　［態様１３］　前記安定化されたケイ酸塩組成物が、多価のカチオン、例えばＣａ２＋

、Ｍｇ２＋、Ｃｕ２＋、Ｆｅ３＋及び／又はＺｎ２＋を含んでなる、態様１ないし１２の
いずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様１４］　前記多価のカチオンが、０．０１Ｍないし１．０Ｍ間の最終濃度を、そ
して好ましくは０．０５Ｍないし０．５Ｍ間の最終濃度を伴う、安定化されたケイ酸塩組
成物を提供するために加えられる、態様１３に記載の制汗剤組成物。
　［態様１５］　前記安定化されたケイ酸塩組成物が、非水性溶媒、例えばアルコールに
よって安定化される、態様１ないし１４のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様１６］　前記アルコールがエタノールである、態様１５に記載の制汗剤組成物。
　［態様１７］　前記非水性溶媒が、１０ないし７０容量／容量％間で加えられる、態様
１５又は態様１６のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
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　［態様１８］　前記組成物が、一つ又はそれより多い更なる制汗剤活性剤、体臭防止剤
、揮発性又は非揮発性油、シリコーン及び炭化水素基剤皮膚軟化性油、懸濁剤、香料又は
芳香剤、有機物粉末、及び／又は水非混和性有機液相及び前記相を構築するための少なく
とも一つの薬剤を含んでなる、態様１ないし１７のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様１９］　前記組成物が、アルミニウム又はジルコニウム塩を含まない、態様１な
いし１８のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様２０］　前記組成物が、これがエアゾールデバイス、ポンプ式分注ビン、ロール
オン塗布器、多孔性壁を備えたデバイス、又は棒状の道具（スティック）中に含まれるこ
とができるように調整される、態様１ないし１９のいずれか１項に記載の制汗剤組成物。
　［態様２１］　ヒトの対象の発汗を処置するための化粧法における態様１ないし２０の
いずれか１項に記載の制汗剤組成物の使用であって、ここにおいて、前記制汗剤の対象へ
の適用が、組成物中のｐＨの変化を起こし、これがゲルを形成するためのポリケイ酸の成
長を誘発し、これによって制汗剤の活性成分を提供する、前記方法。
　［態様２２］　ヒトの対象の皮膚の表面に有効な量の態様１ないし２０のいずれか１項
に記載の制汗剤組成物を適用することを含んでなるヒトの発汗を処置するための化粧法で
あって、ここにおいて、対象への前記制汗剤組成物の適用が、組成物中のｐＨの変化を起
こし、これがゲルを形成するためのポリケイ酸の成長を誘発し、これによって制汗剤の活
性成分を提供する、前記組成物。
　［態様２３］　前記方法がヒトの身体の匂いを処置するためである、態様２２に記載の
化粧法。
　［態様２２］　過剰な発汗によって特徴づけられる医学的症状の処置の方法において使
用するための制汗剤組成物であって、前記方法は、対象の皮膚の表面に有効な量の態様１
ないし２０のいずれか１項に記載の制汗剤組成物を適用することを含んでなり、ここにお
いて、対象への前記制汗剤組成物の適用が、組成物中のｐＨの変化を起こし、これがゲル
を形成するためのポリケイ酸の成長を誘発し、これによって制汗剤の活性成分を提供する
、前記組成物。
　［態様２３］　前記医学的症状が多汗症である、態様２２に記載の処置の方法において
使用するための制汗剤組成物。
　［態様２４］　前記多汗症が、原発性又は局所的多汗症或いは続発性多汗症である、態
様２２又は態様２３のいずれか１項に記載の処置の方法において使用するための制汗剤組
成物。
　［態様２５］　前記過剰な発汗が、先端巨大症、不安症、白血病及び非ホジキンリンパ
腫を含む癌、カルチノイド症候群、心内膜炎、心臓発作、甲状腺機能亢進症、物質乱用、
肥満症、糖尿病、心臓病、ＨＩＶ／ＡＩＤＳ、甲状腺機能亢進症、肺病、薬物療法、例え
ばベータ遮断剤及び三環式抗鬱剤、閉経期、パーキンソン病、褐色細胞腫、脊髄損傷、脳
卒中、ストレス、結核、発熱又は感染によって起こされる、態様２４に記載の処置の方法
において使用するための制汗剤組成物。
　［態様２６］　ヒトの対象における発汗を処置するための化粧法における態様１ないし
２５のいずれか１項に記載の制汗剤組成物の使用であって、ここにおいて、前記制汗剤組
成物の対象への適用が、組成物中のｐＨの変化を起こし、これがゲルを形成するためのポ
リケイ酸の成長を誘発し、これによって制汗剤の活性成分を提供する、前記方法。
　［態様２７］　安定化されたポリケイ酸を製造するための方法であって：
　（ａ）ｐＨ≧９．５を有するアルカリ性ケイ酸塩溶液を用意し；
　（ｂ）所望により成長遅延剤をアルカリ性ケイ酸塩溶液に加え；
　（ｃ）酸を加えることによってｐＨを≦４．０に低下して、ポリケイ酸を含んでなる組
成物を形成し；
　（ｄ）所望により多価カチオン及び／又は成長遅延剤を加え；
　（ｅ）塩基を加えることによって組成物のｐＨを生理学的に受容可能なｐＨに上昇し、
これによってポリケイ酸を含んでなる安定化された組成物を形成し；
　（ｆ）所望により組成物の安定性を増加することが可能な成長遅延剤を加え；
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　（ｇ）所望により組成物の安定性を増加することが可能な非水性溶媒を加え；そして
　（ｈ）所望により、対象への適用のために制汗剤製剤又は化粧品製剤に組込むこと；
を含んでなる、前記方法。
　［態様２８］　工程（ｃ）において、ｐＨが、６０秒より少ない、３０秒より少ない、
１０秒より少ない、又は５秒より少ない時間をかけて低下される、態様２７に記載の方法
。
　［態様２９］　工程（ｃ）において、ｐＨがｐＨ≦３．０に低下される、態様２７又は
態様２８のいずれか１項に記載の方法。
　［態様３０］　前記ケイ酸塩溶液の濃度が、０．０５Ｍないし３．０Ｍ間である、態様
２７ないし２９のいずれか１項に記載の方法。
　［態様３１］　前記ケイ酸塩溶液の濃度が、０．１Ｍないし１．５Ｍ間である、態様２
７ないし３０のいずれか１項に記載の方法。
　［態様３２］　前記ケイ酸塩組成物が、６ヶ月又はそれより多く、１２ヶ月又はそれよ
り多く、或いは２４ヶ月又はそれより多く安定である、態様２７ないし３１のいずれか１
項に記載の方法。
　［態様３３］　前記ポリケイ酸粒子が、２０ｎｍより小さい、所望により１０ｎｍ又は
それよりより小さい、所望により５ｎｍ又はそれよりより小さい、そして所望により１な
いし３ｎｍ間の平均直径を有する、態様２７ないし３２のいずれか１項に記載の方法。
　［態様３４］　前記安定化されたケイ酸塩組成物が、新しく調製された試料中で、４．
０ｍＰａ・秒より小さい、そして好ましくは２．０ｍＰａｓ・秒より小さい２５℃で測定
された粘度を有する、態様２７ないし３３のいずれか１項に記載の方法。
　［態様３５］　工程（ａ）において、アルカリ性ケイ酸塩溶液のｐＨが、約１１．５で
ある、態様２７ないし３４のいずれか１項に記載の方法。
　［態様３６］　少なくとも一つの成長遅延剤が、工程（ｂ）において加えられる、態様
２７ないし３５のいずれか１項に記載の方法。
　［態様３７］　二つ、三つ、四つ又は五つの成長遅延剤が、工程（ｂ）において加えら
れる、態様３６に記載の方法。
　［態様３８］　前記成長遅延剤が、カルボン酸、アミノ酸、無機アニオン、ポリオール
（例えばポリアルキレングリコール）、糖類及び／又は第四アンモニウムカチオンである
、態様３６又は態様３７のいずれか１項に記載の方法。
　［態様３９］　前記カルボン酸が、Ｃ２－１０カルボン酸、そして好ましくはジカルボ
ン酸、例えばシュウ酸、マロン酸、グルコン酸、グルタル酸、酒石酸、コハク酸、アジピ
ン酸又はピメリン酸であり、前記アミノ酸は、アスパラギン酸であり、ポリオール、例え
ばモノマーのポリオール、例えばグリセロール、エチレングリコール、キシリトール、プ
ロピレングリコール、又はポリアルキレングリコール、例えばポリエチレングリコール又
はポリプロピレングリコール、或いは前記ポリオールは、糖類、例えばグルコース、フル
クトース、マンノース、スクロース、トレイトール、エリスリトール、ソルビトール、デ
キストラン、マンニトール、ガラクチトール又はアドニトールであり、或いは前記第四ア
ンモニウムカチオンがコリンである、態様３８に記載の方法。
　［態様４０］　工程（ｃ）において、組成物のｐＨがｐＨ≦１．５に低下される、態様
２７ないし３９のいずれか１項に記載の方法。
　［態様４１］　前記多価のカチオンが、Ｃａ２＋、Ｍｇ２＋、Ｆｅ３＋、Ｃｕ２＋及び
／又はＺｎ２＋である、態様２７ないし４０のいずれか１項に記載の方法。
　［態様４２］　前記多価のカチオンが０．０１Ｍないし１．０Ｍ間の最終濃度を得るた
めに加えられる、態様２７ないし４１のいずれか１項に記載の方法。
　［態様４３］　前記多価のカチオンが０．０５Ｍないし０．５Ｍ間の最終濃度を得るた
めに加えられる、態様２７ないし４２のいずれか１項に記載の方法。
　［態様４４］　工程（ｅ）において、前記組成物のｐＨが、３．０ないし５．０間のｐ
Ｈに上昇される、態様２７ないし４３のいずれか１項に記載の方法。
　［態様４５］　工程（ｅ）において、前記組成物のｐＨが、３．５ないし４．０間のｐ
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Ｈに上昇される、態様４４に記載の方法。
　［態様４６］　工程（ｅ）において、前記塩基が水酸化ナトリウム又は炭酸ナトリウム
である、態様２７ないし４５のいずれか１項に記載の方法。
　［態様４７］　前記非水性溶媒が、アルコールである、態様２７ないし４５のいずれか
１項に記載の方法。
　［態様４８］　前記アルコールがエタノールである、態様４７に記載の方法。
　［態様４９］　前記非水性溶媒が、１０ないし７０容量／容量％間で加えられる、態様
２７ないし４８のいずれか１項に記載の方法。
　［態様５０］　制汗剤組成物を製造するための方法であって、態様２７ないし４９のい
ずれか１項に記載の方法によって安定化されたケイ酸塩組成物を製造し、制汗剤組成物を
製造するための一つ又はそれより多い更なる成分を伴う安定化されたコロイド状ケイ酸塩
組成物を処方する更なる工程を含んでなる、前記方法。
　［態様５１］　前記安定化されたポリケイ酸粒子が、一つ又はそれより多いポリアルキ
レングリコールを含んでなる制汗剤組成物又は化粧品製剤に組込まれる、態様５０に記載
の方法。
　［態様５２］　前記安定化されたポリケイ酸粒子が、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ
）を含んでなる制汗剤組成物又は化粧品製剤に組込まれる、態様５１に記載の方法。
　［態様５３］　前記更なる成分が、一つ又はそれより多い更なる制汗剤活性剤、体臭防
止剤、揮発性又は非揮発性から選択される油、シリコーン及び炭化水素基剤皮膚軟化性油
、懸濁剤、有機物粉末及び／又は水非混和性有機液相並びに前記相を構築するための少な
くとも一つの薬剤を含んでなる、態様５０ないし５２のいずれか１項に記載の方法。
　［態様５４］　態様２７ないし４９のいずれか１項に記載の方法によって得ることが可
能なような安定化されたケイ酸塩組成物。
　［態様５５］　態様５０ないし５３のいずれか１項に記載の方法によって得ることが可
能なような安定化されたケイ酸塩組成物を含んでなる制汗剤組成物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４】

【手続補正５】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図５】
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